
  

  

 

 

 

🍦ワークショップまごころ🥬 
  

今回はワークショップまごころを紹介します。まごころは三島から箱根に向かう道中にある「まごころ」

と、三島駅南口から徒歩３分のところにある「クリーム・ド・クオーレ」の二か所が存在します。 

まごころでは主に内職作業や農作業を行っています。

内職作業は主にみかんを入れるネットの作成や温泉饅

頭を入れるための箱折りなど、観光のお土産にちなんだ

内職作業を行っています。農作業は建物のすぐ隣の農地

を借り、土づくりから種植えや草取り、水やりや収穫を

行っています。また、収穫した野菜は袋詰めし、三島市

内のプールや体育館、図書館で販売しています。 

 クオーレでは２Ｆでまごころ同様内職を行い、１Ｆのお店ではプリン

やゼリー、ジェラートなどの製造、販売を行っています。商品づくりに

はこだわっており、丹那牛乳や地元の卵を使ったプリン、三島ブランド

のブルーベリーやさつまいも、かぼちゃを使用したジェラートを一つ一

つ丁寧にお店で作っています。作った商品は店舗での販売だけでなく、

近隣のマックスバリューさんやプールや体育館でも販売しています。最

近ではコロナが５類となったことでイベントや行事が再

開されました。そうした地元のイベントにも出店させて

いただき販売を行っています。 

 クオーレでは他にも季節限定の商品や定番商品が存在

します。近くにお越しの方はぜひお立ち寄りいただきご

賞味ください。 
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今月、ゆめワーク館内の畳の張替えを行いました。 

新しい畳からは優しいイグサの香りが漂い、どこか懐

かしさを感じるとともに、心がホッと落ち着きます。   

昼食後は和室で休憩するメンバーさんが多

く、みんなで川の字で寝ている姿はとても 

かわいらしいです。             

（杉山 美幸） 

 

 

 

 

 

 

 

（  氏名  ） 

コーポ狩野 

ゆめワーク 

7 月からまごころの施設長に就任致しました牛島聖美で

す。多くの兼務業務を行いながらの配属であるため、職員

は勿論、前施設長にもお力を借りながらの頼りない管理者

ではありますが、障害者の就労支援という新たなフィール

ドで地域づくりを行っていきたいと思います。利用者や関

係機関の皆様には既にご迷惑をお掛けしておりますが、今

後ともどうぞよろしくお願い致します。            

かのん 
沼津中央病院内にある「コーヒーショップやすらぎ」

では、今年も夏メニューの「ところてん」と「かき氷」

の販売が始まっています。毎日暑い日が続いているた

め、売れ行きも順調です。やすらぎ担当以外の利用者

さん達も、休憩時間に「かき氷食べに行ってきます」

とやすらぎに向かっている事があります。是非皆さま

も、近くに来られた際には、涼を求めて「やすらぎ」

へ寄ってみて下さい。       （ 杉山 智子 ） 

 

 

 

 

（ 氏名 ） 

ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟまごころ 

8/9(水)に暑気払いのレクとして、「ゲームと昼食会」を行いました。

卓球・トランプ・オセロのいずれかを選択。各部門の優勝者には景

品も贈呈するとあって、一段と熱が入ります。特に熱い戦いが見ら

れたのは卓球班でした。少し動き始めると、体も慣れ、ゲーム以外

でもラリーを続けたり、卓球の面白さを思い出したようです。 

そして昼食には、利用者各自が希望したピザやポテトを食べ、お腹

も大満足の様子でした。           （ 笹原 菜穂子 ） 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ほっと 
8/21（月）富士市危機管理室と福祉課より、「富士市における個別避難計

画の作成について」の説明会がありました。 

防災に関することについては、当事者も支援者も関心が高いながらも具

体的になかなか対策が取れていない現状があるかと思います。 

今回の説明で改めて個別避難計画がなぜ必要なのか、そのために何から

着手していくべきなのかを確認する機会になりました。 

昨年度行った富士市のモデル事業を参考にサポートセンターほっとでも

作成をしていけたらと思います。       （ 長谷川 真美 ） 

精神保健福祉士という仕事は日々様々な方とお会いし、経験を積み重ねていく仕事だと感じます。 

先日、ある方から「自営で設置していた自動販売機による煙草の販売を止めて撤去したい」との相談を受けま

した。そのような相談はこれまで受けたことがありませんでしたが、とある便利屋業者に費用を支払ってお願

いしました。撤去の際には土台のネジはとても頑丈で取り外すには時間がかかること、自動販売機本体は男性

3 人がトラックに倒して乗せ運ぶこと、すべて初めて見る光景でした。障害福祉サービスの中では支援が難し

い場合は、他の仕組みや人の力を借りてできることを模索することもあります。誰一人、同じ生活をしている

人はいません。今回便利屋業者を利用した経験は、また別の誰かの支援に繋がるかもしれません。精神保健福

祉士という仕事において、一見関係がないと思われるような些細な経験もこれから出会う方々のより良い生活

を考えるヒントに繋がってくるのではないかと感じています。              （  山下 圭美 ） 

8/12(土)は熱海市の市民後見人講座の講師として「精神障がい者の理解と

接し方」をテーマに、お話をしました。市民後見人とは、弁護士や司法書

士などの資格を持たない、親族以外の市民による成年後見人等でありま

す。この活動に興味や関心がある方が多く参加され、私も大変感銘を受け

ました。精神障害者の中にも地域で単身や施設等で生活するにあたり、成

年後見制度を利用されるケースもあるかと思います。頼れる支援者が一人

でも多く関わることで安心感に繋がると思います。今後とも私なりにでき

る普及啓発に努めていきたいと思います。    （ 秋津 崇史 ） 

今年度より、三島市基幹相談支援センター業務を担当する機会が増え、相談業

務の他、毎月実施している企画、運営の担当もしています。 

これまでに、駿東田方圏域内の地域体制整備について、居住支援法人について、

日々取り扱う個人情報について勉強会を実施しました。 

後半は、サポートセンターなかせのピアスタッフから、ピア活動に関する話を

聞く機会も予定しています。三島市内の相談支援事業所全体で学ぶ大切な機会

を工夫して組み立て、実りある時間を過ごしたいです。  （ 山田 典子 ） 

りりぶ 

ひまり 

なかせ 

精神障害と

は・・・ 



社会復帰事業部施設ＭＡＰ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

毎朝天気予報で「今日の予想最高気温」を見ると、人間の体温に迫る暑さが日本全国を覆い、今地震が

起きて電力が喪失してエアコンも扇風機も使えなくなったら、と思うと背筋が熱く！なりました。９月

は防災月間。いろいろ災害についても考えましょう。 

ふくむすび編集部 

 


